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≪利用者評価≫

利用者アンケートの実施状況

利用者アンケートの実施結果

利用者からの要望・苦情と対処・改善

４割以上６割未満（42点以上63点未満）

各種事業を開催した事業アンケートによる利用者ヒアリングを行った。
枚数全事業総計で500枚以上のアンケートを実施した。

６割以上８割未満（63点以上84点未満）

合計（26項目×４＝104点満点）

４．安定して運営を行える
　　ものであること（業務実
　　績・運営体制）

５．その他（町の観光・産
　　業振興を促進する事
　　業を行えるものである
　　ことともに開館を成功
　　させることができるこ
　　と）

３．センターの効率的な管
　　理運営について

指定管理者として、船を購入し、川巡りなどを体験に取り組むなど新たな観光拠点として踏み出した1年であった。
提案書記載のとおり、地域限定旅行取扱主任者の資格も１名有することができ、ますます来期にむけて体験事業の造成に力を入れて取り組
みたい。また、これまでに築いた町内関係機関や企業様、飲食店様との良好な関係がさらにパワーアップした。
地方創生推進交付金事業である、蟹蟹フェアやマルシェの開催などを祭人が拠点となって全面的に支援させていただいた。
センターが町の観光・産業振興の拠点施設となる役割を発展的に担う（関係者の自立、自走支援）ことができたと考える。
自主事業では新規メニュー（カワラケツメイ茶がゆの完全オリジナルバージョンの提供、蟹蟹ラーメンの提供）の開発、蟹江町ツイッター
インフルエンサーとともに行っているSNSによる発信や、月1回のエコ教室など多くの催事を祭人で開催することによるリピート客の獲得は
来館者増にもつながった。
コロナ禍で休館など多くの制約があった中、目標値も達成することができ、自主事業も増収となった点については、自己評価としても高く
評価したい。今後は利益を継続させ、そのほか事業が継続できる原資となるようその取り組みをおこなっていきたい。

新商品の開発や、町主体の様々な出展に参加し、KPIの大幅な達成及び町事業への参画が見受けられた。また、蟹江町マルシェについても、
参加事業者の増加や祭人の本質でもある、須成祭ミュージアムがある2階部分への誘導を意識した企画の立案等、町の観光・産業振興の拠点
としての施設の在り方を十分に理解した管理運営が行われている。来年度以降も、より一層の観光資源の発掘・磨き上げを行い、更なる効
果的な事業展開を期待する。

評価項目及び評価指標

多様な来館者が利用するセンターならではの特性を考慮し、平等利用の確保（モニタリング・周
知方法等）が実施されているか

情報保護・公開について管理対策は適切に実施されているか

センターの運営のみならず、蟹江町全体の観光・産業振興を理解し貢献しているか

センターが蟹江町の観光・産業振興拠点としての位置づけを理解した事業が実施されているか

利用者からの苦情は無かったが、マルシェ開催時にお寺へ駐車する方が多くあり、お寺の関係者からの指摘を受け、イベント開催時は、駐
車場の案内係を配置した。また鉄道関係のハイキングでは歩行者の安全を確保した。コロナ禍でも多くの方が利用できるようにしてほしい
という要望から、自動検温消毒装置を設置したり、スタッフ全員で毎日の消毒を徹底し換気をこまめに行うなど対処した。

指定管理者モニタリングチェックシート（令和4年度実績）

１．平等利用の確保につ
　　いて

２．センターの設置目的の
　　効果を発揮するための
　　取り組み及びKPIの達
　　成について

蟹江町観光交流センター祭人

株式会社船井アソシエイツ

令和３年４月１日～令和６年３月３１日（第２期　２年目）

政策推進室　ふるさと振興課

指定期間

所 管 課

設定したセンターの来館者目標は達成しているか

自ら掲げたKPIは達成しているか

センターの課題（駐車場など）をふまえたうえで、現実的かつ効果的な対応策が実施されたか

　　※　各項目にて評価点を記載
　　　　　４　要求水準を大きく上回る

３　要求水準程度
２　要求水準以下

　　　　　１　要求水準を大きく下回る

今年度から5拠点運用が開始したレンタサイクル等事業によって町内の滞在時間や目的をヒアリングできた。結果としては、町内滞在時間も
増えた。祭人の貢献度も高いと考える。

センターの設置目的を達成するための効果検証が実施されているか

業務その他必要な事項に関して人員に必要な教育が十分されているか

地域振興に繋がる地域住民との関わりが持てているか

収支予算書と比較して、収支状況は適正か

各積算項目の質は十分であったか
また、賠償保険に加入しているか

経費を削減するための取り組み努力がなされているか

組織的に安定しているか

業務を実施するために適切な人員配置がなされているか

総合
評価

優れている

適正に管理されている

一部に改善を要する

総合計点に対する評価合計点数の割合

８割以上（84点以上） A

蟹江！観光・産業振興プロジェクトやかわまちづくりと連携した事業を考え、実施しているか

ガイドボランティアや蟹江町教育委員会との連携が図れているか

利用者の要望を把握し、苦情・要望に対して適切に対応しているか

センターの利用促進・サービス向上を図る基本的な考え方に基づき、具体的に実施しているか

上記について長期的な観点から維持・向上させる方策を考えているか

町の観光・産業振興に繋がるための町事業との連携のあり方について理解をし実施しているか

須成祭文化を紹介する機能と飲食・物販、その他のスペース機能が相乗的に効果を発揮している
か

祭関係者や観光産業推進関係者（商工会、観光協会ほか、鉄道関係者なども含む）との連携が図
れているか

繁忙時等の対応は適正であったか

指定事業や自主事業について町の考えを理解した上で実施されているか

4年間の実績・反省点を踏まえ、5年目としての工夫がなされたか

多くに改善を要する ４割未満（42点未満）

評価の定義
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